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令
和
２
年
２
月
６
日
（
木
）
ホ
テ
ル

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
「
ル
ビ
ー
」
に
お

い
て
、
本
協
会
の
第
13
回
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
：
平
成
31

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
承
認
の

件
、
第
２
号
議
案
：
令
和
２
年
度
事
業

計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）
承

認
の
件
、
第
３
号
議
案
：
会
費
の
賦
課

徴
収
方
法
決
定
の
件
、
第
４
号
議
案
：

会
則
の
一
部
変
更
（
案
）
承
認
の
件
、

第
５
号
議
案
：
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
の
件
、
以
上
５
件
の
議
案
に
つ
い

て
、
満
場
一
致
に
よ
り
可
決
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
役
員
改
選
で

は
長
年
に
わ
た
り
本
協
会
の
会
長
と
し

て
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
た
千
葉

県
貿
易
協
同
組
合
の
檜
貝
常
務
理
事
が

ご
退
任
さ
れ
、
新
会
長
の
千
葉
鉄
工
業

団
地
協
同
組
合
の
渡
辺
専
務
理
事
よ
り

花
束
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
講
演
会
・
懇
親
会
を
開

催
し
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

新
執
行
部
体
制
は
以
下
の
通
り
。

会　

長
：�

渡
辺
勉
（
千
葉
鉄
工
業
団
地

協
同
組
合
）

副
会
長
：�

家
村
𠮷
隆
（
協
同
組
合
東
金

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
事
務
局
責
任
者
協
会

　
第
13
回
通
常
総
会

組
合
運
営
・

企
業
経
営
研
究
会

　

令
和
２
年
２
月
６
日
（
木
）
ホ
テ
ル

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
「
ル
ビ
ー
」
に
お

い
て
、「
組
合
運
営
・
企
業
経
営
研
究

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
圧

倒
的
な
顧
客
感
動
は
こ
う
し
て
生
ま
れ

る
！　

～
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
学
ぶ
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
～
」
と
題
し
て
、
西
武
文
理

大
学
サ
ー
ビ
ス
経
営
学
部
専
任
講
師
の

櫻
井
恵
里
子
氏
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

櫻
井
先
生
は
、
仕
事
に
お
け
る
付
加

価
値
の
創
出
に
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の

考
え
方
が
重
要
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
、
学
問
的
に
は

「
見
返
り
を
期
待
し
な
い
善
意
」
と
定

副
会
長
：�

長
橋
敏
男
（
流
山
工
業
団
地

協
同
組
合
）

理　

事
：�

熊
澤
達
夫
（
千
葉
県
電
機
商

業
組
合
）

理　

事
：�

鈴
木
康
夫
（
千
葉
県
電
気
工

事
工
業
組
合
）

理　

事
：�

相
川
睦
雄
（
ふ
な
ば
し
イ
ン

タ
ッ
ク
ス
協
同
組
合
）

理　

事
：�

高
橋
博
（
千
葉
県
自
動
車
車

体
整
備
協
同
組
合
）

理　

事
：�

泉
水
宏
次
（
千
葉
県
自
動
車

整
備
商
工
組
合
）

理　

事
：�

吉
川
三
津
雄
（
千
葉
県
鍍
金

工
業
組
合
）

理　

事
：�

伊
藤
利
和
（
木
更
津
総
合
卸

商
業
団
地
協
同
組
合
）

理　

事
：�

三
浦
幸
二
（
茂
原
卸
商
業
団

地
協
同
組
合
）

理　

事
：�

小
林
正
和
（
協
同
組
合
千
葉

県
鐵
骨
工
業
会
）

理　

事
：�

中
島
秀
幸
（
千
葉
県
測
量
設

計
補
償
協
同
組
合
）

理　

事
：�

田
中
正
明
（
千
葉
県
消
防
設

備
協
同
組
合
）

理　

事
：�

監
物
一
雄
（
千
葉
県
セ
メ
ン

ト
卸
協
同
組
合
）

理　

事
：�
海
保
智
男
（
千
葉
県
中
央
電

気
工
事
業
協
同
組
合
）

理　

事
：�

山
本
一
也
（
船
橋
機
械
金
属

工
業
協
同
組
合
）

理　

事
：�

青
木
朋
美
（
千
葉
県
室
内
装

飾
事
業
協
同
組
合
）

理　

事
：�

吉
岡
直
美
（
千
葉
県
貿
易
協

同
組
合
）

理　

事
：�

鈴
木
誠
一
（
臼
井
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
）

監　

事
：�

山
岡
春
夫
（
千
葉
県
醤
油
工

業
協
同
組
合
）

監　

事
：�

太
田
大
介
（
千
葉
県
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合
）

相
談
役
：�

檜
貝
孝
二
郎
（
千
葉
県
貿
易

協
同
組
合
）

花束贈呈の様子
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【
組
合
概
要
】

　

所
在
地
：�

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
富
士
見

２
丁
目
22
番
地
２
号　

千
葉
中

央
駅
前
ビ
ル
４
階

　

電　

話
：�

０
４
３
（
２
２
７
）
６
８
４
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：�

０
４
３
（
２
２
５
）
７
２
９
５

　

設　

立
：
昭
和
44
年
６
月
12
日

　

理
事
長
：
斎
藤　

寿
夫

　

出
資
金
：
６
，
９
０
０
，
０
０
０
円

　

組
合
員
：
23
社

　

業　

種
：�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造
業

　

事
務
局
：
２
名

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://park6.w

akw
ak.

　
　
　
　
　

com
/~concr/

【
設
立
】

　

組
合
は
、
臨
海
工
業
地
帯
や
北
総
地

帯
の
造
成
、
新
東
京
国
際
空
港
（
現
：

成
田
空
港
）
の
建
設
や
付
随
す
る
交
通

網
の
整
備
等
、
高
い
業
界
需
要
が
続
く

中
、
過
当
競
争
や
品
質
不
良
、
骨
材
等

原
料
の
枯
渇
等
の
業
界
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
昭
和
44
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
以
後
、
高
品
質
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
を
生
み
出
す
こ
と
で
社
会
に
貢
献

し
て
参
り
ま
し
た
。

【
組
合
事
業
】

　

①
価
格
適
正
化
の
た
め
の
事
業
、
②

共
同
購
買
・
共
同
受
注
販
売
事
業
、
③

新
製
品
の
開
発
と
技
術
及
び
顧
客
満
足

度
向
上
の
た
め
の
事
業
、
④
組
合
固
有

の
技
術
を
活
用
し
た
社
会
貢
献
へ
の
事

業【組
合
の
取
り
組
み
】

　

新
製
品
開
発
事
業
か
ら
、
ウ
ェ
ー
ブ

ボ
ウ
ソ
ウ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

街
中
を
見
渡
す
と
歩
道
や
中
央
分
離
帯

の
隙
間
か
ら
雑
草
が
自
生
し
て
い
る
場

所
が
目
に
留
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
景
観
を
損
ね
、
除
草
費
用
も
か
か

る
こ
と
か
ら
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　

雑
草
が
繁
殖
す
る
原
因
は
、
振
動
や

膨
張
収
縮
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
接
地
面
に
隙
間
が
生
ま
れ

千
葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

�

事
務
局
長
　
太
田 

大
介

組合の
ご紹介

義
づ
け
す
る
こ
と
が
で
き
、
類
似
の
意

味
合
い
で
使
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
お
も

て
な
し
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
す
。

元
来
、
サ
ー
ビ
ス
と
は
「
主
従
関
係
下

で
成
り
立
つ
等
価
価
値
交
換
」
を
意
味

し
、
お
も
て
な
し
と
は
「
見
返
り
へ
の

期
待
が
内
包
さ
れ
た
行
為
」
で
あ
る
と

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
は
、
王
侯
貴
族
が
旅
人
に
宿
を

提
供
す
る
「
見
返
り
を
期
待
し
な
い
異

人
歓
待
」
が
起
源
で
あ
り
、
相
互
交
流

に
よ
る
新
た
な
発
見
や
情
報
交
換
で
お

互
い
が
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
そ
の
も
の

に
価
値
が
見
出
さ
れ
ま
す
。

　

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
体
現
す
る
組
織

に
共
通
す
る
要
素
は
、
①
顧
客
感
動
②

従
業
員
満
足
③
人
的
資
源
管
理
を
実
現

す
る
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
あ
る
と
、
櫻
井
先
生
は
説
明
さ
れ
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
顧
客
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
、
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
観
点
か
ら
分
析
を
行
う
こ
と
、
従

業
員
の
や
る
気
を
高
め
る
た
め
に
、
業

務
目
的
を
明
確
に
し
て
自
己
成
長
を

意
識
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
Ｏ
Ｊ
Ｔ
等
に
よ

り
周
知
し
、
組
織
全
体
で
共
有
す
る
こ

と
で
、
組
織
と
し
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

の
実
践
が
可
能
と
な
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

各
人
が
自
発
的
に
相
手
を
思
い
行
動

す
る
こ
と
で
、
組
織
全
体
の
大
き
な
付

加
価
値
の
創
出
に
繋
が
る
と
い
う
内
容

は
、
福
沢
諭
吉
の
「
一
身
独
立
し
て
一

国
独
立
す
」
の
考
え
方
に
も
通
じ
る
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。
初
心
に
返
り
、
自

分
自
身
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
、
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
と
な
り
ま
し

た
。

組合運営・企業経営研究会の様子

隙間に雑草が生える
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堅
企
業
、
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業

者
、
個
人
事
業
者
等
で
、
５
月
～
12

月
に
お
い
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

①�

い
ず
れ
か
１
カ
月
の
売
上
高
が
前

年
同
月
比
で
50
％
以
上
減
少
し
て

い
る
こ
と
。

　

②�

連
続
す
る
３
ヶ
月
の
売
上
高
が
前

年
同
期
比
で
30
％
以
上
減
少
し
て

い
る
こ
と
。

内�

容
：
申
請
時
の
直
近
の
支
払
家
賃

（
月
額
）
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
る
給

付
額
（
月
額
）
の
６
倍
（
６
カ
月
分
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、給
付
率
・

給
付
額
に
は
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。

　

当
協
会
の
会
員
組
合
や
組
合
員
企
業

で
、
ま
だ
施
策
を
十
分
に
活
用
で
き
て

い
な
い
事
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

一
度
の
支
援
策
の
確
認
と
活
用
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
施
策
の
詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
や

要
領
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
持
続
化
給
付
金（
中
小
企
業
等
向
け
）

目�

的
：
事
業
継
続
と
再
起
の
た
め
、
事

業
全
般
に
広
く
使
え
る
給
付
金
で

す
。

要�

件
：
中
小
法
人
等
、
会
社
以
外
の
法

人
に
つ
い
て
も
幅
広
く
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
１
月

以
降
、
前
年
同
月
比
で
事
業
収
入
が

50
％
以
上
減
少
し
た
月
（
以
下
「
対

象
月
」）
が
存
在
す
る
こ
と
等
が
あ

り
ま
す
。

内�

容
：
給
付
額
は
、
２
０
０
万
円
を
超

え
な
い
範
囲
で
対
象
月
の
属
す
る
事

業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
年
間

事
業
収
入
か
ら
、
対
象
月
の
月
間
事

業
収
入
に
12
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を

差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

●
家
賃
支
援
給
付
金

目�

的
：
固
定
費
の
中
で
大
き
な
負
担
と

な
る
地
代
・
家
賃
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
給
付
金
で
す
。

要�

件
：
テ
ナ
ン
ト
事
業
者
の
う
ち
、
中

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
自
粛

要
請
等
で
、
事
業
者
に
厳
し
い
負
担
が
強
い
ら
れ
、
事
業
の

継
続
と
雇
用
確
保
の
た
め
に
様
々
な
支
援
制
度
が
整
え
ら
れ

ま
し
た
。今
回
は
２
つ
の
施
策
を
取
り
上
げ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

施策紹介

る
こ
と
に
あ

り
、
当
製
品

は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
ア

ス
フ
ァ
ル
ト

を
波
上
に
結

合
す
る
こ
と

で
、
隙
間
を

生
ま
れ
に
く

く
し
て
い
ま

す
。
こ
の
工

夫
で
雑
草
の

繁
殖
を
抑
え
、
き
れ
い
な
景
観
を
保
つ

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
組

合
で
は
、
工
夫
を
施
し
た
製
品
を
開
発

し
世
の
中
に
送
り
出
す
こ
と
で
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
の
品
質
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
は
「
九
十
九
里
」
の
由
来
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。
千
葉
県
民
に
は
な

じ
み
深
い
九
十
九
里
と
い
う
名
前
、
実

は
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
が
名
付

け
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

源
頼
朝
は
相
模
の
石
橋
山
で
平
家
に

破
れ
、
船
で
安
房
の
勝
山
に
渡
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
上
総
を
訪
れ
、
果
て

し
な
く
続
く
海
岸
線
に
辿
り
着
き
ま
し

房
総
探
訪

た
。
そ
の
時
、
当
時
の
１
里
（
６
町
）

毎
に
１
本
の
矢
を
立
て
、
旭
市
の
行
部

岬
ま
で
た
ど
り
着
い
た
と
き
に
99
本
の

矢
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
九
十
九

里
と
称
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
頼
朝
が
矢
を
立
て
た
理
由
は
、

軍
略
と
し
て
距
離
を
測
る
た
め
と
も
、

神
域
と
し
て
悪
霊
を
払
う
た
め
と
も
言

わ
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
県

内
外
か
ら
の
海

水
浴
客
や
サ
ー

フ
ァ
ー
な
ど
で

賑
わ
う
九
十
九

里
で
す
が
、
そ

の
由
来
に
隠
さ

れ
た
歴
史
を
知

る
と
、
一
味
違

う
魅
力
を
感
じ

ら
れ
る
場
所
に

な
り
ま
す
ね
。

波状の結合で隙間が生まれない

九十九里浜の海岸線源頼朝の肖像
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協会だより

　

本
協
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
平
素
よ
り
本
会
の
事
業
運
営
に

つ
き
ま
し
て
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
６
月
10
日
に
実
施
い
た
し
ま
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
受
け
た
組
合
運

営
へ
の
影
響
や
、
新
た
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
質
問
項
目
を
追
加
い
た
し
ま

し
た
。
回
答
の
結
果
を
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

●
組
合
運
営
へ
の
影
響

　

今
回
の
事
態
で
、
影
響
を
受
け
た
事

項
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
、
総

会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
で
し
た
。
通

常
、
総
会
開
催
に
は
組
合
員
の
過
半
数

の
出
席
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
改
め
て
、
本
人
出
席
の
人
数
を
抑
え

た
総
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
す
。
今
回
の
よ
う
に
、
総
会
会
場

の
人
数
を
可
能
な
限
り
抑
え
て
総
会
を

開
催
す
る
場
合
に
は
、
以
下
の
２
通
り

の
方
法
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

①�

書
面
議
決
書
の
活
用
（
役
員
改
選
な

し
の
場
合
）

②�

委
任
状
の
活
用
（
役
員
改
選
あ
り
の

事
務
局
及
び
会
員
か
ら
の

イ
ベ
ン
ト
・
行
事
等
の
ご
案
内

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

本
協
会
会
員
組
合
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
・
行
事
等
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

会
員
組
合
行
事
等

●
千
葉
県
電
機
商
業
組
合
：「
電
器
の

安
全
無
料
点
検
訪
問
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

令
和
２
年
９
月
10
日
～
10
月
10
日

●
野
田
工
業
団
地
協
同
組
合
：「
野
田

市
産
業
祭
へ
の
参
加
」
10
月
下
旬

●
千
葉
県
貿
易
協
同
組
合
：
10
月
下
旬

「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ち
ば
ま
つ
り
」、11
月
上
旬
「
千

葉
湊
大
漁
ま
つ
り
」

●
柏
駅
前
第
一
商
業
協
同
組
合
：
９
月

下
旬
「
創
業
祭
」、
12
月
中
旬
「
千
円

札
つ
か
み
ど
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

事
務
局
責
任
者
協
会
主
催
行
事

・
組
合
活
性
化
策
等
検
討
会
（
10
月
予

定
）

・
組
合
・
企
業
視
察
研
修
（
12
月
予
定
）

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
主
催
行
事

・
第
72
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

　
（
茨
城
大
会
）

　

全
国
の
中
小
企
業
団
体
の
代
表
者
が

一
堂
に
会
し
、
自
ら
の
決
意
を
内
外
に

表
明
す
る
と
と
も
に
、
国
等
に
対
し
て

中
小
企
業
振
興
施
策
の
整
備
拡
充
を
訴

え
、
組
合
組
織
を
基
盤
と
し
た
中
小
企

業
の
安
定
的
発
展
と
豊
か
な
社
会
実
現

を
期
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
茨

城
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
対
策
と
し
て
、
規
模
を
大
幅
に
縮
小

し
て
し
て
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
等
に
よ
り
、
組

合
運
営
や
組
合
員
企
業
の
経
営
に
大
き

な
影
響
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

当
協
会
に
お
い
て
は
、
業
種
の
垣
根

を
超
え
た
交
流
と
情
報
共
有
に
よ
り
、

今
後
も
組
合
活
動
の
お
力
添
え
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
組
合
に
お
け
る
課
題
や
取
り
組
み
、

当
協
会
へ
の
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
す
場

合
に
は
、
い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
（
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

�

経
営
支
援
部　

中
村
）

場
合
）

　

具
体
的
な
必
要
人
数
等
に
つ
い
て

は
、
各
組
合
の
会
員
数
や
定
款
の
規
定

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
感
染
症
対
策
の
取
り
組
み

　

多
く
の
組
合
で
感
染
症
予
防
の
取
り

組
み
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
以
下

に
対
策
例
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
マ
ス
ク
の
着
用
と
換
気

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保

・
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
の
設
置

・
消
毒
液
の
設
置

・
体
温
測
定
等
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク

・
勤
務
時
間
の
短
縮

・�

時
差
通
勤
に
よ
る
通
勤
時
の
混
雑
回

避

　

更
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

の
活
用
を
始
め
た
組
合
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
議

進
行
や
資
料
共
有
等
を
円
滑
に
行
う
こ

と
が
出
来
ず
に
、
十
分
な
活
用
が
出
来

て
い
な
い
と
の
意
見
が
多
く
、
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
組
合
で
定
例
会
や
研

修
等
の
延
期
や
中
止
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
影
響
と
対
策
に
つ
い
て


